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《講演ご取材依頼》 
 
 
 

2010 年 11 月 10 日 

株式会社ボーネルンド 
 

乳幼児の「あそび」環境について最新の国際研究からの知見を発表 

特別講演“乳幼児期のあそびのニーズと、これからの屋外型遊具” 
～11 月 18 日(木)・19 日(金)、たまプラーザ テラスにて～ 

 
子どもの健全な成長に寄与することを目的に教育遊具の輸入・開発・販売を行う株式会社ボーネ

ルンド（本社：東京都渋谷区、代表取締役社長：中西弘子）は、デンマーク・コンパン社製遊具

の輸入総代理店である株式会社コンパンプレイスケープと共催で実施する、保育・教育施設関係

者対象の乳幼児向け大型遊具新製品発表会のプログラムの一環として、特別記念講演「乳幼児期

のあそびのニーズと、これからの屋外型遊具」を、11 月 18 日（木）、19 日（金）それぞれ 15 時

00 分より、たまプラーザ テラス プラーザホール北側 2 階にて実施いたします。報道関係者の

皆様にも、ぜひ本講演をご取材いただきたく、ご案内申し上げます。 
 
幼稚園と保育所を一体化した「こども園」設置構想など、乳幼児の保育環境に関する議論が盛ん

になっています。その一方で、共働き世代の増加、テレビゲームなど受動的メディアの影響から、

乳幼児の言語習得が世界的に遅れている傾向にあるとも言われています。本講演では、国際的な

見地からみた乳幼時期における成長の特徴や、乳幼児の「あそび」を取り巻く環境、また健全な

成長に資する屋外型遊具の役割について、デンマークの大型遊具メーカー・コンパン社が子ども

の発達段階とあそびの性質を科学的に研究するために設立した研究機関「コンパン・プレイイン

スティチュート」のインターナショナルマネージャー、シェネッテ・イェスパーセン氏がご説明

いたします（逐次通訳付）。 
 
この他、会場では、子どもの発達段階やあそびの性質を科学的に研究し、子どもの欲求に応える遊

具を開発しているデンマークのコンパン社が新発売する大型遊具「モーメンツ トドラーシリーズ」

の発表会も開催しております。これからの乳幼児の「育ち」に不可欠な要素を盛り込んだ、新しい

遊具についても、この機会にぜひご覧くださいませ。また、たまプラーザ テラス内には、親子で

遊ぶ室内あそび場「キドキド」もございますので、併せてお立ち寄りいただけますと幸いです。 
 
ご多忙中とは存じますが、ご出席賜りますようよろしくお願いいたします。 

【 実 施 概 要 】 

日 時： 
2010 年 11 月 18 日（木）・19 日（金）※内容は両日とも同一です 
15 時 00 分～16 時 30 分（受付開始 14 時 45 分～） 

会 場： 
たまプラーザテラス プラーザホール北側 2 階 
（神奈川県横浜市青葉区美しが丘 1-1-2） 

交 通： 東急田園都市線 たまプラーザ駅直結 

ス ピ ー カ ー： 
コンパン・プレイインスティチュート インターナショナルマネージャー 
シェネッテ・イェスパーセン 

内 容 （ 予 定 ）： 
・国際的見地から見た乳幼児の成長の特徴／「あそび」を取り巻く環境 
・健全な成長に資する屋外型遊具の役割 

そ の 他： 
会場内では、乳幼児向けコンパン遊具「モーメンツ・トドラーシリーズ発表

会」を実施しており、報道関係者の方々もご自由にご覧いただけます。 
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コンパン・プレイインスティチュート 特別講演 
“乳幼児期のあそびのニーズと、これからの屋外型遊具” 

出席申込書 

≪FAX 返信先：03-3486-7502≫ 
※大変お手数ですが、11 月 17 日(水)中にご返信くださいますよう宜しくお願いいたします。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご出欠 

□ ご出席（11 月 18 日(木) 15 時 00 分～16 時 30 分）

□ ご出席（11 月 19 日(金) 15 時 00 分～16 時 30 分）

□ ご欠席 

貴社名 
 

貴媒体名 
 

 

貴部署名 
 

 

ご芳名 
 

 

ご連絡先 
TEL FAX MAIL 

カメラの有無 □ スチール       □ ムービー 

備考 

※ご要望、ご質問などございましたらご記入ください 

会場： 

たまプラーザ テラス プラーザホール 
北側 2 階 
（神奈川県横浜市青葉区美しが丘 1-1-2） 
 

アクセス： 

東急田園都市線 たまプラーザ駅直結 
（渋谷駅から東急田園都市線急行で 20 分） 

2010 年 11 月 18 日(木)・19 日(金) 15:00～16:30 （14:45 受付開始） 

株式会社ボーネルンド PR 事務局 担当 古澤 行き 
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【シェネッテ・イェスパーセン プロフィール】 
 
コンパン・プレイインスティチュート インターナショナルマネージャー 
デンマークやアイスランドの大学で北欧文学・言語・文化を学び、修士号を取得。 
ドイツやデンマークの大学で助教授として教える中で、コミュニケーションとリサーチに関する見

識を広げる。 
コンパン・プレイインスティチュートでのリサーチを通して、公園やあそびによって養われる子ど

もの発達について専門的な知識を高める。現在は、役所の公共事業担当者や、ランドスケープ設計

者、都市設計や教育者などに世界中でセミナーを実施し、子どもの発達、ティーンエイジャーのあ

そび、健康とあそび、学びとあそび、障害のある子どものあそびなどについての世の中の流れにつ

いてレクチャーしている。 
 

 
【コンパン・プレイインスティチュートについて】 
 
コンパン・プレイインスティチュートは、デンマークの大型遊具メーカー・コンパン社が子どもの

発達段階とあそびの性質を科学的に研究するために設立した、子どもたちのための屋外環境につい

て考える専門家が集まる国際的なネットワークです。子どもやティーンエイジャー、そして世界中

の公園や屋外環境が、世の中の流れにどのように影響を受けているのかに常に目を向け研究をして

います。また、リサーチプロジェクトを企画し、世界中の専門家とコラボレーションしています。 
 
 
【ボーネルンドについて】 
 
ボーネルンドは、“あそびの道具と環境”を提供することを通じて子どもの健全な成長に寄与するた

め、1981 年に設立。一般家庭へ向け、子どもの成長に必要な生活道具としての“あそび道具”を提

案、全国約 80 ヵ所で直営店舗を運営しています。また、同時に幼稚園や保育園、公園などに高品質

な大型遊具や教育道具の提供を含めたあそび環境の開発を行っており、現在までに手掛けた実績は

国内約 3 万ヵ所まで拡大しています。 
 
 

【キドキドについて】 
 
「キドキド」は、運動やあそびの経験を通じ子どもたちの“こころ・頭・からだ”のバランスがと
れた発育をサポートする有料の屋内遊戯施設です。全身を使う運動遊具や想像力を伸ばす教育玩具、
0 歳児でも安全に遊べるコーナーなど、子どもたちが発達段階に応じて親子で世界のあそびを体験で
きるよう構成しています。 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 

 
 

≪報道関係の方のお問い合わせ先≫ 

株式会社ボーネルンド 広報室 

担 当：村上 

T E L：03-5785-0860 / 080-5901-3591 

E-mail：y-murakami@bornelund.co.jp 

株式会社プラップジャパン 

担 当：古澤、山口 

T E L：03-3486-6868 

E-mail：bornelund@ml.prap.co.jp 

≪一般の方のお問い合わせ先（ご掲載用）≫ 

株式会社ボーネルンド   TEL：0120-358-518 


